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図に示すように，生物を利用する方法や化学的（物理的）
な変化や反応を利用する方法が提案されており，それぞ
れの方法はCO2 を貯蔵・廃棄するものと，CO2 から有
用物質を製造して有効利用（再資源化）するものとに分
けることができる図








